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左
記
の
通
り
勤
修
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
。

日

時

十
一
月
十
七
日(

日)

十
時
～
十
四
時
半

講

題
「
念
仏
の
み
ぞ
ま
こ
と
」

講

師

寺
澤
真
琴
氏

清
徳
寺
住
職
（
日
野
町
）

本
願
寺
派
布
教
使

そ
の
他

お
昼
に
お
斎
（
弁
当
）
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

弁
当
の
都
合
上
、
ご
出
席
下

さ
る
方
は
十
一
月
十
日
（
日
）

ま
で
に
お
寺
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

全面改装して公開しました！！

永順寺ホームページ

右のQRコードを読み取るか あるいは

ＵＲＬ： https://konanzan-eijunji.com/

または「浄土真宗 永順寺」で検索して下さい。

◆◇◆◇ページの構成 ◇◆◇◆

1 永順寺ほっとニュース ［更新］［公開］

「伝言板」「こころの散歩道」

「ブツぶつブログ」「よくある質問」

2 永順寺プロフィール ［公開］

3 仏事を営む－葬式・納骨 ［公開］

4 浄土真宗のおしえ ［公開］

5 お問い合わせ ［公開］

6 お寺からのお知らせ［更新］［門徒専用］

「はらから」「行事などのお知らせ」

［Link］ＹｏｕＴｕｂe［更新］

浄土真宗永順寺チャンネル

［更新］をお知らせします

［更新］のページは、随時更新します。

ＬＩＮＥを利用されている方で登録頂

ければ、更新時にお知らせします。

「永順寺」アカウントから「友だち追

加」して下さい。詳しくは裏面に記載

しています。

「門徒専用」ページ
への入り方

ユーザー名：eijunji
パスワード：

6iNfypRsZ5QW
を入力して下さい。

スマホの「カメラ」「グーグルレンズ」「スキャンアプリ」を使います
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お寺からのご案内について
お寺からのご案内ですが、今年度中はこれまで通り郵送でお送りします。

永順寺ホームページの「お寺からのお知らせ（門徒専用ページ）」にも、行事の 案内と『はら

から』を掲載しますので、そちらでご覧頂くこともできます。年回の案内や維持金の依頼などは今

後も郵送でお送りします。なお、次年度以降については、郵送料の値上げもあり、郵送とオンライ

トの併用も視野に入れながら検討します。

LINE（ライン）による通知について
ホームページの「1．永順寺ほっとニュース」と「6．永順寺からのお知らせ」に新しい記事やお

知らせを投稿した時、ＬＩＮＥでスマホやＰＣに一斉に「通知」させて頂こうと思います。ＬＩＮ

Ｅを使っておられない方には申し訳ありません。お使いの方は、ぜひ登録下さい。

ご門徒の代表の方に限らず、ご夫婦、お子様等ご家族も登録して頂きたいと思っています。お寺

からの発信がご家族の皆さんに届くことを願っています。

LINEグループ（永順寺公式アカウント）について
ホームページの公開と同時に、ＬＩＮＥの永順寺公式アカウントを取得しました。

公式アカウントでは、次のようなことができます。

①お寺から、登録された方（「友だち」といいます）に一斉に通知（一対多）

できます。

②個人の「LINEグループ」のような複数の「友だち」とのチャット(会話）は

できない設定ですので個人情報は守られます。ご安心下さい。

③「永順寺」アカウントの画面には、右のように４つのボタンがあり、

そこからホームページ等に飛べます。ただし、門徒専用ページに入るには

ユーザー名とパスワードの入力が必要です。

永順寺公式アカウント「友だち追加」の方法
①右下のＱＲコードを、スマホの「写真」「グーグルレンズ」等で写す

とLINEの「永順寺」に飛びます。表示されたＵＲＬをタップ（タッチ）

する場合もあります。

②「友だち追加」の画面が出たら、そのボタンを押して下さい。

③すると、自動発信メールが届きます。届きましたら、

お名前だけ書いたメッセージを送信して下さい。ニックネームで登録されて

いる場合もあるため、必ず、氏名を書いて下さい。

④双方向通信の機能がありますが、通知専用のＬＩＮＥとして利用しますので

返信はお控え下さい。連絡はＥメールや電話、手紙等でお願いします。

文字を打つキー

ボードはここ

にあります。

ボタンが消え

ている時ここ

をクリック

報恩講の昼休みにホームページやラインの設定方法について説明します。
携帯をお持ちの方はご持参下さい。



十
月
七
日

十
月
四
日
夜
、
何
気
な
く
４
ｃ
ｈ

の
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
た

ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
師
、
イ
ゼ
ル

デ
ィ
ン
・
ア
ブ
エ
ラ
イ
シ
ュ
と
彼
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
私
は
憎
ま
な
い
』
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
年
前
の
十
月
七
日
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
が
始

ま
っ
た
日
で
す
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ

て
公
開
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ア
ブ
エ
ラ
イ
シ
ュ
と
い
う
人

そ
も
そ
も
ア
ブ
エ
ラ
イ
シ
ュ
氏
と

は
ど
う
い
う
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

氏
は
、
１
９
５
５
年
ガ
ザ
地
区
の

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま
れ
た
パ
レ
ス

テ
ィ
ナ
人
で
す
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
。

経
歴
の
詳
細
は
省
き
ま
す
が
、
パ
レ

ス
テ
ィ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
両
方
で

不
妊
治
療
の
専
門
家
と
し
て
治
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
武

装
急
進
派
の
ハ
マ
ス
が

ガ
ザ
地
区
を
制
圧
す
る

と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ

ザ
へ
の
軍
事
攻
撃
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
、
９
年
、
１
２
年
、
１
４

年
、
２
１
年
と
大
規
模
な
軍
事
攻
撃

が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

自
宅
が
標
的
に

そ
う
し
た
中
、
２
０
０
９
年
１
月

１
６
日
。
戦
車
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
弾
２

発
が
彼
の
自
宅
め
が
け
て
打
ち
込
ま

れ
、
３
人
の
娘
と
姪
が
頭
や
体
を
撃

ち
抜
か
れ
て
即
死
。
息
子
、
娘
、
姪

が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

砲
撃
の
直
後
、
氏
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
テ
レ
ビ
局
の
知
人
に
電
話
を
し
ま

し
た
。
そ
の
知
人
は
ニ
ュ
ー
ス
番
組

の
司
会
中
で
し
た
が
、
番
組
を
中
断

し
て
、
電
話
の
声
を
そ
の
ま
ま
Ｔ
Ｖ

に
流
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、

悲
劇
を
泣
き
叫
び
な
が
ら
伝
え
た
後
、

「
私
は
憎
ま
な
い
」
と
語
り
、
憎
し

み
や
復
讐
で
は
な
く
共
存
の
可
能
性

を
語
り
出
し
た
の
で
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て

報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
キ
ャ

ス
タ
ー
と
彼
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
彼
の
言

葉
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

暴
力
の
先
に
は
何
も
な
い

私
が
絶
対
に
受
け
入
れ
ら
れ
が
た

い
こ
と
、
そ
れ
は
復
讐
で
す
。
考
え

も
し
ま
せ
ん
。
復
讐
で
娘
た
ち
は
戻

ら
な
い
。
娘
た
ち
は
、
若
く
気
高
く

神
聖
で
し
た
。
そ
の
魂
は
、
崇
高
な

大
義
や
人
類
の
た
め
に
生
か
さ
れ
る

べ
き
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
主
張
し
て
い
き
ま
す
。

暴
力
の
先
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

憎
し
み
は
暴
力
を
生
み
ま
す
。
暴
力

は
暴
力
を
生
み
広
げ
て
い
き
ま
す
。

政
治
に
女
性
の
参
画
を

･
･
･
･

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
欠
け
て

い
る
も
の
。
そ
れ
は
女
性
で
す
。
女

性
は
、
命
を
育
む
存
在
で
す
。
命
を

与
え
る
存
在
で
す
。･･

･

持
続
性
が
あ
っ

て
、
健
全
で
平
和
で
自
由
な
世
界
に

で
き
る
。
（
そ
の
た
め
に
は
）
女
性

の
参
画
が
必
要
で
す
。
機
会
と
教
育

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
断
に
架
け
橋
を

氏
は
著
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

も
述
べ
て
い
ま
す
。

今
回
の
悲
劇
に
よ
り
私
の
信
念
は

ま
す
ま
す
深
ま
り
分
断
に
橋
を
架

け
よ
う
と
す
る
決
意
は
固
ま
っ
た
。

･
･
･

過
去
は
た
だ
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ

た
め
に
存
在
す
る
。

＊

私
の
コ
メ
ン
ト
は
控
え
ま
す
。
蛇

足
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
か
ら
。
皆
で
、

氏
の
言
葉
を
受
け
止
め
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

《
上
映
館
》
ア
ッ
プ
リ
ン
グ
京
都

《
著
書
》
『
そ
れ
で
も
、
私
は
憎
ま
な
い
』

亜
紀
書
房
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「
私
は
憎
ま
な
い
」

ガ
ザ
の
医
師

ア
ブ
エ
ラ
イ
シ
ュ
氏
の
言
葉

映画のパンフレットより



《
今
後
の
予
定
》

◇
お
磨
き

十
月
二
十
三
日
（
水
）
十
三
時
三
〇
分

◇
南
無
の
会
（
今
昔
も
の
が
た
り
）

十
月
二
十
七
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時

銃
後
・
戦
後
の
生
活
の
こ
と
な
ど
終
戦
前

後
の
経
験
、
聞
い
た
話
で
も
結
構
で
す
。

戦
争
の
記
憶
を
語
れ
る
方
が
こ
れ
か
ら
減
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
小
さ
な
事
で
も
一
度

言
葉
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
草
引
講

十
一
月
二
日
（
土
）
は
中
止
し
ま
す
。

◇
報
恩
講

十
一
月
十
七
日
（
日
）
十
時

◇
南
無
の
会
（
親
鸞
聖
人
の
生
涯
③
）

十
二
月
十
五
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時

比
叡
山
を
降
り
た
聖
人
は
法
然
聖
人
の
元

へ
。
そ
の
後
弾
圧
を
受
け
て
越
後
に
流
罪
。

赦
免
後
関
東
に
移
ら
れ
る
あ
た
り
の
話
。

◇
南
無
の
会
（
親
鸞
聖
人
の
生
涯
④
）

一
月
十
九
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時

◇
南
無
の
会
（
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

二
月
十
六
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時

◇
南
無
の
会
（
「
正
信
偈
講
座
①
」
）

三
月
九
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時

◇
春
の
彼
岸
会
（O

H
IG
A
N

の
つ
ど
い
）

三
月
二
十
三
日
（
日
）
十
時
～
十
三
時

現
在
、
「
南
無
の
会
」
で
は
、
『
正

信
偈
講
座
」
に
入
る
前
に
聖
人
の
生

涯
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
テ
キ
ス
ト
を
お
配
り
し

て
い
ま
す
が
、
折
角
で
す
の
で
、
そ

の
テ
キ
ス
ト
を
何
度
か
に
分
け
て
、

『
は
ら
か
ら
』
に
掲
載
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ぶ

つ
ブ
ツ
ブ
ロ
グ
」
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、Y

o
u
T
u
b
e

で
動
画
配

信
も
し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

は
じ
め
に

親
鸞
聖
人
は
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
、

じ
ょ
う
あ
ん

現
在
の
京
都
市
伏
見
区
の
日
野
で
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
誕
生
年
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
八
四
歳
の
時
の
直
筆
の
書
き
物

が
現
存
し
て
い
て
、
そ
こ
に
書
か
れ

た
年
月
日
か
ら
逆
算
し
て
、
誕
生
年

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
聖
人
誕
生
の
時

代
背
景
を
政
治
、
宗
教
、
社
会
の
視

点
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

な
お
、
以
下
で
「
聖
人
」
と
だ
け

記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
親
鸞
聖
人

を
指
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
公
家
政
権
か
ら
武
家
政
権
へ

聖
人
が
生
ま
れ
ら
れ
た
平
安
時
代

の
末
期
は
、
政
治
の
実
権
が
公
家
か

ら
武
家
に
移
る
大
変
動
期
で
し
た
。

そ
の
様
子
を
、
世
紀
ご
と
に
大
ま
か

に
見
て
お
き
ま
す
。

〈
九
世
紀
〉
天
皇
親
政
か
ら
公
家
政
治
へ

桓
武
天
皇
が
七
九
四
年
に
平
安
京

を
造
営
し
、
天
皇
中
心
の
政
治
が
続

き
ま
し
た
が
、
次
第
に
政
治
の
実
権

は
公
家
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

〈
十
世
紀
〉
摂
関
政
治

公
家
の
中
で
も
藤
原
氏
は
天
皇
と

姻
戚
関
係
を
つ
く
っ
て
摂
政
や
関
白

と
な
り
、
政
治
の
実
権
を
握
り
ま
し

た
。
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
、
藤

原
道
長
、
頼
通
の
時
代
が
そ
の
全
盛

期
で
し
た
。

〈
十
一
世
紀
〉
武
士
団
の
登
場

十
世
紀
後
半
か
ら
地
方
で
は
、
国

司
の
子
孫
や
豪
族
が
力
を
も
た
げ
て

武
士
団
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
畿
内
で
も
豪
族
が
武
官
と
し

て
朝
廷
や
貴
族
の
警
護
、
宮
中
の
警

備
に
あ
た
る
よ
う
に
な
り
次
第
に
力

を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

東
国
で
起
こ
っ
た
前
九
年
合
戦

（
一
〇
五
一
～
一
〇
六
二
年
）
、
後

三
年
合
戦
（
一
〇
八
三
～
一
〇
八
七

年
）
で
は
国
司
に
反
抗
し
た
豪
族
を

源
頼
義
や
義
家
が
鎮
圧
し
て
東
国
武

士
団
の
棟
梁
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

〈
十
二
世
紀
〉
武
家
政
治
の
誕
生

こ
の
頃
に
な
る
と
、
都
で
も
戦
が

起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
元
・

平
治
の
乱
（
一
一
五
六
・
一
一
五
九
）

が
そ
れ
で
す
。
天
皇
や
上
皇
、
藤
原

一
族
が
二
派
に
分
か
れ
て
主
導
権
を

巡
っ
て
争
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
両

派
と
も
武
士
の
武
力
に
頼
っ
た
た
め
、

武
士
の
力
が
一
段
と
強
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
筆
頭
が
平
氏
と
源
氏
で
し
た
。

平
治
の
乱
で
源
義
朝
を
打
ち
倒
し
た

平
清
盛
は
、
後
白
河
上
皇
の
信
頼
を

得
て
太
政
大
臣
に
ま
で
上
り
詰
め
ま

し
た
。

し
か
し
、
平
家
の
専
横
は
反
感
を

招
き
、
源
頼
朝
を
筆
頭
と
す
る
源
氏

一
族
が
挙
兵
し
、
平
家
を
壇
ノ
浦
に

滅
ぼ
し
ま
し
た
。
文
治
元
年
（
一
一

八
五
年
）
、
聖
人
十
二
歳
の
時
の
こ

と
で
し
た
。

次
回
は
、
「
（
２
）
仏
教
の
受
容

と
変
貌
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
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